
第５０９回 史跡めぐり
令和３年７月７日（木）

最古の石仏と下千間堀
「下千間堀」の「流路」の変遷をたどりながら

市内最古の「青面金剛像庚申塔」・「三猿庚申塔」を訪ねます。

順路︓路線バス → 徒歩 約６.１６㎞ → 路線バス

○東武鉄道「北越谷駅」東口に集合 午前８時１５分

「北越⾕駅東⼝ バス停」乗⾞︓旧 埼玉郡 （新⽅領） 大澤町

「小田急弥栄団地入口 バス停」降⾞︓旧 埼玉郡 新⽅領 増林村

①「定使野橋」・「（千間堀）伏越」跡

②「下千間堀」流路跡

③「宮野橋」・「旧 定使野橋」跡

④「定使野共同墓地」・「宝珠庵」跡

「花田第三樋門」・新方川第28-1号雨水幹線

⑤「須賀⽤⽔」合流跡

⑥「スナッカラ地蔵」旧 所在地・「稲荷社」跡

「花田第二樋門」・新方川第29号雨水幹線・トイレ休憩

⑦「スナッカラ地蔵」現 所在地

⑧「鷹匠橋」・「清伝寺」跡

⑧「旧・城之上橋」跡・「古 下千間堀」跡

「花田第一樋門」・新方川第30-1号雨水幹線

⑨「城之上橋」・「旧 市道橋」跡

⑩「千代田橋」・「旧 二子曽根橋」跡・「越谷総合公園」・トイレ休憩

⑪「真正寺」跡︓旧 埼玉郡 新⽅領 増森村

⑫「弁天社」跡・「増森新田稲荷社」

⑬「新田橋」

⑭「下千間堀」分流跡・「記島河原公園」

⑮「清学院」跡・「第六天社」跡

⑯「真光寺」跡（越⾕市内最古の⻘⾯⾦剛像庚申塔・三猿庚申塔）

⑰「雷電社」跡

「越⾕市⽴病院前 バス停」乗⾞︓旧 埼玉郡 新⽅領 増林村

「越谷駅東口 バス停」降⾞︓旧 埼玉郡 越ヶ⾕領 越ヶ谷宿

○東武鉄道「越谷駅」東口で解散 午後０時１５分頃

◎案内者︓副会⻑ 秦野 秀明・理事 福田 博・実⾏委員 須藤 賢一

NPO法人 越谷市郷土研究会
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↑ 国土地理院「地理院地図（電子国土Web）」を加工して作成
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↑ 国土地理院「地理院地図（電子国土Web）」を加工して作成
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↑ 元禄十四年（1701）五月十四日以前、

「（大落）古利根川」に落とされていた。

↑ 文政十三年（1830）以前には、

当時の「（大落）古利根川」に落とされていた。

↑ 元禄十四年（1701）五月十四日以降、

「花田古川」に落とされた。

↑推定流路

←花田古川

当時の「（大落）古利根川」↑
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↑ 時系列地形図閲覧サイト「今昔マップ on the web」（(C)谷 謙二）

URL http://ktgis.net/kjmapw/
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○旧 埼玉郡 新方領 大吉村・増林村

①「定使野橋」・「（千間堀）伏越」跡

明治十五年（1882）成立『武蔵国郡村誌』の「大吉村」の項には、「河渠」

として「葛西用水」の次に「猿島（野田）街道」に架かる「橋」に関する

以下の記載がある。

「猿島往来橋 村道に属し村の東方葛西用水の上流に架す長十三間

巾九尺土造」

ゆえに、少なくとも『武蔵国郡村誌』の成立した明治十五年（1882）まで

は、「猿島（野田）街道」と「下千間堀」が交差する地点には、橋は架か

っていなかったことが判明した。

出典：明治十五年（1882）成立『武蔵国郡村誌』

○安政五年（1858）「馬頭観音」文字塔

（『越谷市金石資料集』に掲載なし）

出典①：加藤 幸一（2015）『新方地区石仏 平成27年8月改訂版』

越谷市立図書館蔵

出典②：越谷市市史編さん室編（1969）『越谷市金石資料集』

越谷市史編さん室 ※以降は、『金』と表記

○旧 埼玉郡 新方領 増林村

②「下千間堀」流路跡

※「下千間堀」の詳細は、以下の「附属資料」及びURLを参照。

出典：秦野 秀明（2020）

「越谷市増林地区における「新方川」の流路変遷」

『古志賀谷』第19号 NPO法人越谷市郷土研究会 pp.16-27

http://koshigayahistory.org/200424_niigatagawa_h_hatano.pdf

③「宮野橋」・「旧 定使野橋」跡

※「旧 定使野橋」の詳細は、以下を参照。

出典：加藤 幸一（2009）「江戸時代の増林村の千間堀に架かる橋」

http://koshigayahistory.org/c-11.pdf

※秦野 秀明は、平成二十六年（2014）十二月十日、加藤 幸一氏から提供

された古文書である「嘉永六年（1853）丑正月春書」の解読文に記載され

た「千間堀地蔵前橋」について、「地蔵前」の名称から、「スナッカラ地

蔵」に距離の近い「旧 定使野橋」の「別名」であった可能性を推定した。
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④「定使野共同墓地」・「宝珠庵」跡

・花田第三樋門・新方川第28-1号雨水幹線

「現在は宮野橋の新方川下流六十メートル先の右岸にあるが、もとは宮野

橋の上流百メートル先の右岸にあり、「宝珠庵」と呼ばれた寺院跡地であ

った」

出典：加藤 幸一（2015）『増林地区石仏 平成27年8月改訂版』

越谷市立図書館蔵

※以降は、加藤 幸一（2015）『増林地区石仏』と表記

「定使野共同墓地」の外部

○寛延四年（1751）道標付き三界万霊塔（『金』掲載なし）

[左側面]ふとう道

[正面] 右 こしがや道

[略]

左 さしま道

[右側面]のだほうし花道

○安永四年（1775）青面金剛像庚申塔（『金』庚申147番）

「定使野共同墓地」の内部

○嘉永六年（1853）「馬頭観音」文字塔（『金』馬頭30番）

○天明九年（1789）観音菩薩像普門品供養塔（『金』普門品5番）

（※ 筆者注 「観音菩薩像付き」の「付き」は削除）

出典：加藤 幸一（2015）『増林地区石仏』

⑤「須賀用水」合流跡

明治十三年に測量の「迅速測図」では、「下千間堀」が「須賀用水」に対

して、ほぼ「直角」に「合流」する「流路」が作図されているが、昭和二

十四年二修・同二十七年八月三十日発行「二万五千分の一地形図・越ヶ谷」

（注1）では、すでにほぼ現在の「流路」の位置に作図されているので、遅

くとも昭和二十四年（1949）までには、現在の位置へ「流路」が変更され

ていたことが判明した。

（注1）出典：時系列地形図閲覧ソフト「今昔マップ3」（(C)谷 謙二）

⑥「スナッカラ地蔵」旧 所在地・「稲荷社」跡

・花田第二樋門・・新方川第29号雨水幹線
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※「スナッカラ地蔵」の詳細は、以下を参照。

出典：

①越谷市史編さん室編（1970）『越谷市民俗資料』越谷市史編さん室

②越谷市役所市史編さん室編（1980）『越谷ふるさと散歩（下）』越谷市

③加藤 幸一（2015）『増林地区石仏』

④秦野 秀明（2008）

「スナッカラの地蔵・石塔・石仏（1980年代前半）」

http://hatazoku.c.ooco.jp/sunakka1.htm

⑤秦野 秀明（2008）

「スナッカラの地蔵・石塔・石仏（1985年-区画整理中）」

http://hatazoku.c.ooco.jp/sunakka2.htm

⑥秦野 秀明（2008）

「スナッカラの地蔵・石塔・石仏（2006年）」

http://hatazoku.c.ooco.jp/sunakka3.htm

⑦秦野 秀明（2008）

「「スナッカラの地蔵」を奉納した施主が「正徳寺(聖徳寺)」にいた事

が判明」

http://hatazoku.c.ooco.jp/sunakka91.htm

⑧秦野 秀明（2008）

「移転前の「スナッカラの地蔵」の位置を知る重要な指標となる

「花田第二樋門」」

http://hatazoku.c.ooco.jp/sunakka90.htm

「稲荷社 村の鎮守とす、西円寺持、下同し」

出典：文政十三年（1830）成立『新編武蔵風土記稿』

「稲荷社 平社々地東西十六間南北十四間面積二十四坪四□村の東

にあり倉稲魂命を祭る祭日二月一日」

出典：明治十五年（1882）成立『武蔵国郡村誌』

旧 埼玉郡花田村の鎮守「稲荷社」の位置は

明治13年に測量の「迅速測図」と「地理院地図」（注1）との照合により

現 越谷市花田3丁目-11-62付近または現 越谷市花田3丁目-11-65付近

に存在していたと推定した。

（注1）出典：時系列地形図閲覧ソフト「今昔マップ3」（(C)谷 謙二）
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⑦「スナッカラ地蔵」現 所在地

○安永三年（1774）青面金剛像庚申塔（『金』庚申157番）

○承応四年（1655）「スナッカラ地蔵」（『金』掲載なし）

（※ 筆者注 「スナッカラ地蔵」石仏の「石仏」は削除）

[正面] [台石]為源海菩提也

承応四年

乙

[裏面]為源海三十三年菩提也

未

正月廿六日

出典：加藤 幸一（2015）『増林地区石仏』

※「スナッカラ地蔵」の「台石」の「左側面」の「銘文」の「新発見」

①2008年11月13日(木)、筆者である秦野 秀明は、それまで報告されて

いなかった「スナッカラ地蔵」の「台石」の「左側面」の「銘文」を発見

し、撮影後に「銘文」の一部の解読を行った。

②同年11月20日（木）、現 NPO法人越谷市郷土研究会の顧問である加藤

幸一氏に「銘文」の全文の解読を依頼し、同年11月22日（土）、加藤氏

により全文の解読が為された。

「スナッカラ地蔵」の「台石」の「左側面」に刻まれていたのは、以下の

「銘文」である。

武州葛西領

東葛西之庄

上ノ割下小合

村

正徳寺

施主敬白

③その後、秦野 秀明は、加藤氏により全文解読された「銘文」を基に、

「銘文」にある「正徳寺」は、『新編武蔵風土記稿』（注1）により、旧 武

蔵国葛飾郡下小合村の「聖徳寺」であること、さらに、『葛飾区寺院調査

報告（下）』（注2）により、昭和元年十二月に「聖徳寺」の境内である

現在地に転じた「南蔵院は、昭和四年に「聖徳寺」と合寺となり、現在に

至ったことを判明させた。

④また、『葛飾区石仏調査報告』（注3）により、

甲



9

「承応三暦 八月吉日」

午

の「銘文」のある総高131cm、像高82cmの「地蔵菩薩像」が一基存在する

ことが判明し、秦野 秀明による2008年11月27日、同年12月4日の二

回に亘る現地調査においては現物の確認が出来なかったが、後日、加藤 幸

一氏により現物の確認がなされ、「銘文」の解読やスケッチ等の報告（注

4）が行われた。

承応三年（1654）八月は、「スナッカラ地蔵」が奉納された承応四年（1655）

正月廿六日の「約5ヶ月前」に当る。

出典：

秦野 秀明（2008）

「「スナッカラの地蔵」を奉納した施主が「正徳寺(聖徳寺)」にいた事

が判明」

http://hatazoku.c.ooco.jp/sunakka91.htm

（注1）出典：

文政十三年（1830）成立『新編武蔵風土記稿』巻之二十六 葛飾郡之七

（1963）『新編武蔵風土記稿』［第三期］第一巻 雄山閣

（注2）出典：

葛飾区教育委員会社会教育課編（1980）『葛飾区寺院調査報告（下）』

東京都葛飾区教育委員会 pp.55-56,pp.68-69

（注3）出典：

葛飾区教育委員会編（1988）『葛飾区石仏調査報告』

東京都葛飾区教育委員会 pp.60-61

（注4）出典：

加藤 幸一（2011）「花田のお地蔵さま（スナッカラ地蔵）

-花田の地蔵を通して知る越谷市花田と葛飾区水元との交流-」

『川のあるまち』第29号 越谷市教育委員会

http://koshigayahistory.org/327.pdf

※上記の（注4）の加藤 幸一（2011）では、筆者である秦野 秀明による

上記の発見及び判明の経緯が記載されていない。

※旧 花田村には、「小合」という「字」がある。

出典：

秦野 秀明（2020）「越谷地名大全（明治二十二年四月一日まで）」

『古志賀谷』第19号 NPO法人越谷市郷土研究会 pp.55-71
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○正徳五年（1715）青面金剛像庚申塔（『金』庚申61番）

○文化三年（1806）「馬頭観音」文字塔（『金』掲載なし）

出典：加藤 幸一（2015）『増林地区石仏』

⑧「鷹匠橋」・「清伝寺」跡

※「鷹匠橋」の詳細は、以下を参照。

出典：加藤 幸一（2009）「江戸時代の増林村の千間堀に架かる橋」

http://koshigayahistory.org/c-11.pdf

「清伝寺 林泉寺末なり、真城山と号す、開山証誉寛永十年

（※ 筆者注 1633）十月十七日」

出典：文政十三年（1830）成立『新編武蔵風土記稿』

「清伝寺 村の申酉の方民有地にあり浄土宗林泉寺の末派なり」

出典：明治十五年（1882）成立『武蔵国郡村誌』

※出典：山本 泰秀（2000）「増林地区の江戸時代の寺社」

http://koshigayahistory.org/b-12.pdf

※出典：加藤 幸一（2015）「増林の御茶屋御殿」

http://koshigayahistory.org/150930_m_goten_kk.pdf

において、旧 増林村 字 城の上の「自然堤防」上に、「御茶屋御殿」が

存在した可能性について記載されている。

秦野 秀明は、同地区の「自然堤防」上にあった「清伝寺」の「山号」が

「真城山」であったことは、加藤氏の説を補強する可能性を推定した。

⑨「旧 城之上橋」跡・「古 下千間堀」跡

花田第一樋門・新方川第30-1号雨水幹線

※「旧 城之上橋」の詳細は、以下を参照。

出典：加藤 幸一（2009）「江戸時代の増林村の千間堀に架かる橋」

http://koshigayahistory.org/c-11.pdf

※「古 下千間堀」の詳細は、以下の「附属資料」及びURLを参照。

出典：秦野 秀明（2020）「越谷市増林地区における「新方川」の流路変遷」

http://koshigayahistory.org/200424_niigatagawa_h_hatano.pdf

⑩「城之上橋」・「旧 市道橋」跡

※「旧 市道橋」」の詳細は、以下を参照。

出典：加藤 幸一（2009）「江戸時代の増林村の千間堀に架かる橋」
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http://koshigayahistory.org/c-11.pdf

⑪「千代田橋」・「旧 二子曽根橋」跡・越谷総合公園

※「旧 二子曽根橋」の詳細は、以下を参照。

出典：加藤 幸一（2009）「江戸時代の増林村の千間堀に架かる橋」

http://koshigayahistory.org/c-11.pdf

○天保十三年（1842）「馬頭観音」文字塔（『金』に掲載なし）

[右側面]増林二子曽根

[略]

○文化三年（1806）道標付き「水神宮」文字塔（『金』に掲載なし）

左

[左側面]橋向 ばゝわたし

道

[正面] [略]

向ふどふミち

出典：加藤 幸一（2015）『増林地区石仏』

○旧 埼玉郡 新方領 増森村

⑫「真正寺」跡・「増森新田センター」

「真正寺 同（※ 筆者注 東正寺）門徒、慈光山と号す、寛永六年

（※ 筆者注 1629）僧□海の起立、本尊十一面観音を安ぜり」

出典：文政十三年（1830）成立『新編武蔵風土記稿』

「真正寺廃跡 村の中央にあり同年（※ 筆者注 明治八年）中廃して

今は学校敷地となる」

出典：明治十五年（1882）成立『武蔵国郡村誌』

○天明八年（1788）百八十八箇所巡礼塔（『金』掲載なし）

出典：加藤 幸一（2015）『増林地区石仏』

⑬「弁天社」跡・「増森新田稲荷社」

「弁天社 真正寺持」

出典：文政十三年（1830）成立『新編武蔵風土記稿』

※ 出典：山本 泰秀（2000）「増林地区の江戸時代の寺社」

http://koshigayahistory.org/b-12.pdf
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○享保十八年（1733）青面金剛像庚申塔（『金』庚申84番）

○明和七年（1770）青面金剛像庚申塔（『金』庚申138番）

○不詳（不詳）青面金剛像庚申塔（『金』庚申37番カ）

○寛政十一年（1799）道標付き青面金剛像庚申塔（『金』庚申192番）

[左側面]右ましはやし

道

左こしかや

○天保九年（1838）「弁財天」文字塔（『金』掲載なし）

[右側面]当村

別当

真正寺

○宝暦六年（1756）「第六天」文字塔（『金』第六天1番）

[右側面]松井清学院長恵

出典：加藤 幸一（2015）『増林地区石仏』

⑭「新田橋」

※「新田橋」の詳細は、以下を参照。

出典：加藤 幸一（2009）「江戸時代の増林村の千間堀に架かる橋」

http://koshigayahistory.org/c-11.pdf

⑮「下千間堀」分流跡・「記島河原公園」

※「下千間堀」の詳細は、以下の「附属資料」及びURLを参照。

出典：秦野 秀明（2020）「越谷市増林地区における「新方川」の流路変遷」

http://koshigayahistory.org/200424_niigatagawa_h_hatano.pdf

⑯「清学院」跡・「第六天社」跡

「清学院 本山派修験、葛飾郡幸手不動院配下なり、本尊不動」

出典：文政十三年（1830）成立『新編武蔵風土記稿』

「清学院廃跡 村の西の方にあり同年（※ 筆者注 明治八年）中廃して

今は村民宅地となる」

出典：明治十五年（1882）成立『武蔵国郡村誌』

「第六天社 清学院持」

出典：文政十三年（1830）成立『新編武蔵風土記稿』

※出典：山本 泰秀（2000）「増林地区の江戸時代の寺社」
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http://koshigayahistory.org/b-12.pdf

⑰「真光寺」跡・「森西川自治会館」

「真光寺 寛永七年（※ 筆者注 1630）僧賢明の草創なり、本尊弥陀」

出典：明治十五年（1882）成立『新編武蔵風土記稿』

「真光寺廃跡 本村西方にあり同年（※ 筆者注 明治八年）中廃して

今は畑町となる」

出典：明治十五年（1882）成立『武蔵国郡村誌』

※「越谷市内最古の青面金剛像庚申塔・三猿庚申塔」の詳細は、

「附属資料」を参照。

○文化五年（1808）道標付き文字庚申塔（『金』庚申225番）

[左側面]吉川道

[右側面] 越ヶ谷

道

大相模不動

[裏面]榎戸

渡のた（※ 筆者注 野田）道

赤岩

○嘉永六年（1853）十九夜念仏塔（『金』月待8番）

○寛文十年（1670）名号塔（『金』名号6番）

○寛文四年（1664）三猿庚申塔（『金』庚申3番）

○貞享四年（1687）青面金剛像庚申塔（『金』庚申17番）

[正面] [略]

新光寺

[略]

出典：加藤 幸一（2015）『増林地区石仏』

⑱「雷電社」跡

※ 『新編武蔵風土記稿』及び『武蔵国郡村誌』に記載なし

※ 出典：山本 泰秀（2000）「増林地区の江戸時代の寺社」

http://koshigayahistory.org/b-12.pdf

○安永二年（1773）「雷神宮」文字塔（『金』掲載なし）

出典：加藤 幸一（2015）『増林地区石仏』
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令和 3 年 7 月 8 日（木）※ 予備日 9 日（金）

第 509 回「史跡めぐり」で訪れる予定です

越谷市内「最古」の

「青面
し ょ う め ん

金剛像
こ ん ご う ぞ う

庚申塔
こ う し ん と う

」と「三猿庚申塔」

加藤 幸一（2016）（注 1）では、越谷市増
まし

森
もり

277「森西
もりにし

川
かわ

集会所（現・森西
もりにし

川
かわ

自治会館）」の南側の墓地（真光寺跡）にある 2 基の「庚申塔」が、それ

ぞれ、

①越谷市内「最古」の「青面金剛像庚申塔（貞
じょう

享
きょう

四年（1687）建立
こんりゅう

）」

②同「最古」の「三猿庚申塔（寛
かん

文
ぶん

四年（1664）建立）」

であると書かれています（注 2）。

この2基の「庚申塔」うち、越谷市内「最古」の「青面金剛像庚申塔」は、

判明している限り、令和元年（2019）11月28日以降より現在に至るまで、正

面（刻像
こくぞう

面及び刻
こく

字
じ

面）を下にして倒れてしまっています。

この現状に危機感を持った私秦野は、令和3年（2021）2月18日、服部市議

会議員（当会常任幹事）、秦野の2名で現地調査を行い、同日、「越谷市役

所 生涯学習部 生涯学習課 文化財係」へ伺い、現在倒れている1基を含む2

基の「庚申塔」が、「越谷市の遺産となるべき貴重な石仏」である旨の説明

と、「今後の保存」が必要である旨の陳情を行いました。

この件は、3月27日（土）開催の「理事・実行委員会議」において、報告

及び議論の結果、上記2基の「庚申塔」の「今後の保存」を成就するために

は、行政や市民の皆様等に幅広く認知して頂くことが必要であるとして、今

年度内に「史跡めぐり」を開催することに決定致し、「議事録」にも記載さ

れました。

注 1：出典：加藤 幸一（2016）『増林地区の石仏』越谷市立図書館蔵

注 2：「青面金剛像」や「三猿」が表現されず、主
しゅ

尊
そん

が「青面金剛像」以外

で表現される場合や、「文字
も じ

庚申塔」を含めた「広義
こ う ぎ

」の意味での「庚

附属資料
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申塔」に関しましては、

加藤 幸一（2014）（注 3）では、

①旧東方村「大相模公民館そば」の「文字庚申塔」

承応
じょうおう

三年（1654）十月建立（推定）

②旧越ヶ谷宿「天
てん

嶽寺
が く じ

」の「地蔵
じ ぞ う

菩薩像
ぼ さ つ ぞ う

庚申塔」

承応三年（1654）十月十五日建立

③旧谷中村「観音堂（西福院
さいふくいん

跡）」の「文字庚申塔」

承応三年（1654）十月十五日建立

以上 3 基の「庚申塔」が、越谷市内「最古」の「庚申塔」であると書

かれています。

注 3：出典：加藤 幸一（2014）「越谷市内のさまざまな庚申塔」『川のあ

るまち』第 32 号 越谷市教育委員会 pp.1-14

↓ 出典：加藤 幸一（2016）『増林地区の石仏』越谷市立図書館蔵
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越
谷
市
増
林
地
区
に
お
け
る
「
新
方
川
」
の
流
路
変
遷

秦
野

秀
明

は
じ
め
に

越
谷
市
増
林
地
区
を
流
れ
る
一
級
河
川
「
新
方
川
」
は
、
文
政
十
三

年
（
一
八
三
〇
）
成
立
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

（

1
）

で
は
「
千
間

堀
」
と
記
載
さ
れ
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
十
一
月
『
千
間
堀
旧
記

調
書
』（
大
里
深
野
家
蔵
）（

2
）

、
江
戸
期
「
絵
図
」（

3
）

で
は
当
時
葛
西

用
水
（
逆
川
）
を
伏
越
し
て
い
た
地
点

（

4
）

よ
り
下
流
部
を
「
下
千
間

堀
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
伏
越
し
て
い
た
地
点
は
旧
・
大
吉
村

と
旧
・
増
林
村
の
境
界

（

5
）

で
あ
り
、
旧
・
増
林
村
よ
り
下
流
部
の
「
千

間
堀
」
を
「
下
千
間
堀
」
と
も
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
の
後
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
「
新
方
領
耕
地
整
理
事
業
」

の
竣
工
後
に
「
新
方
領
堀
」
と
改
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）

四
月
一
日
に
は
一
級
河
川
「
新
方
川
」
と
再
び
改
め
ら
れ
た

（

6
）

。

越
谷
市
増
林
地
区
に
お
け
る
「
新
方
川
」
の
流
路
変
遷
に
関
す
る
代

表
的
な
先
行
研
究
に
は
、
発
表
さ
れ
た
順
番
に
紹
介
す
る
と
、

文
献
①
『
越
谷
市
史

二

通
史
下
』

（

7
）

文
献
②
『
越
谷
ふ
る
さ
と
散
歩
（
下
）
』

（

8
）

の
「
２
点
」
が
あ
る
。

文
献
①
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

④
大
正
十
四
年
に
埼
玉
県
議
会
の
可
決
を
経
た
後
、
昭
和
二
年
に
国
庫

補
助
を
受
け
て
起
工
し
、
同
八
年
十
一
月
に
竣
工
し
た
。

竣
工
に
伴
い
、
増
林
（
旧
・
増
森
村
）
の
元
荒
川
に
落
と
さ
れ
て
い

た
千
間
堀
は
、
増
林
（
旧
・
中
島
村
）
の
中
川
に
落
と
さ
れ
た
。

文
献
②
の
内
容
は
、
『
字
千
間
堀
旧
記
調
書
』
（
大
里
深
野
家
蔵
）（

2
）

を
出
典
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

①
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
前
後
、
千
間
堀
は
葛
西
用
水
（
逆
川
）

を
伏
越
の
埋
樋
で
流
下
し
て
か
ら
、
増
林
（
旧
・
増
林
村
）
の
水
田

地
に
落
と
さ
れ
て
い
た
（
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
に
つ
い
て
は
出
典

に
記
載
さ
れ
て
な
い
）
。

②
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
、
千
間
堀
の
上
流
の
村
々
に
よ
る
訴
願

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
訴
願
の
結
果
と
し
て
、
千
間
堀
の
伏
越
の

埋
樋
を
拡
張
す
る
と
共
に
、
そ
の
流
末
を
延
長
し
、
増
林
（
旧
・
花

田
村
）
の
花
田
古
川
に
落
と
さ
れ
た
。

③
そ
の
後
、
千
間
堀
の
流
末
を
さ
ら
に
延
長
し
、
増
林
（
旧
・
増
森
村
）

の
元
荒
川
に
落
と
さ
れ
た
。

附
属
資
料
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筆
者
は
、
先
行
研
究
で
あ
る
文
献
①
、
文
献
②
の
内
容
を
踏
ま
え
、

二
〇
一
四
年
十
一
月
、
「
第

46
回

越
谷
市
市
民
文
化
祭
」
に
お
い
て
、

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
十
一
月
『
字
千
間
堀
旧
記
調
書
』
（
大
里
深

野
家
蔵
）（

2
）

を
出
典
に
、
新
方
川
（
千
間
堀
）
の
流
路
変
遷
に
つ
い

て
、
そ
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
を
論
点
と
し
て
発
表
し
た
。

さ
ら
に
筆
者
は
、
翌
年
の
二
〇
一
五
年
四
月
二
十
三
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
・
「
河
川
史
研
究
倶
楽
部
（
現
・
地
誌
研
究
倶

楽
部
）
」
に
お
け
る
「
講
演
会
」
に
お
い
て
、
同
研
究
会
「
会
員
」
の

山
本

泰
秀
氏
の
調
査
に
よ
る
結
論
を
取
り
入
れ
、
新
方
川
（
千
間
堀
）

の
流
路
変
遷
に
つ
い
て
、
同
様
に
、
そ
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
を

論
点
と
し
て
発
表
し
た
。

以
下
は
、
同
「
講
演
会
」
の
配
布
資
料
と
し
て
作
成
し
た
原
稿
に
、

大
幅
に
加
筆
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

一

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
以
前
の
千
間
堀
の
流
末

一
級
河
川
・
新
方
川

（

6
）

の
前
身
で
あ
る
千
間
堀
は
、
近
世
前
期
か

ら
用
悪
水
（
排
水
）
路
と
し
て
、
旧
・
長
宮
村
（
現
・
さ
い
た
ま
市
岩

槻
区
）
ほ
か
三
十
五
ヵ
村
組
合
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た

（

9
）

。

先
行
研
究
で
は
、
旧
・
増
林
村
が
そ
の
流
末
で
、
同
村
の
水
田
地
に

「
落
と
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
「
あ
り
え
な
い
」
説
明

(

10)

で
あ
っ
た
。

筆
者
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
に
行
っ
た
越
谷
市
増
林
地
区
の
住
民
へ

の
聞
き
取
り
調
査

(

11

)

の
結
果
、
同
地
区
に
存
在
す
る
「
埋
堀
」
を
手

が
か
り
に
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
五
月
十
四
日
以
前
の
千
間
堀

の
流
末
は
、
「
埋
堀
」
の
流
路
を
経
て
旧
・
増
林
村
の
大
落
古
利
根
川

に
「
落
と
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
「
新
し
い
仮
説
」
を
発
表
し
た
が
、

二
〇
一
五
年
四
月
二
十
三
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
「
会

員
」
の
山
本

泰
秀
氏
の
「
埋
堀
」
の
調
査
に
よ
る
結
論
を
取
り
入
れ

て
、
大
落
古
利
根
川
へ
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
の
位
置
を
、
「
最
初

の
仮
説
」
よ
り
直
線
距
離
で
約

930
ｍ
下
流
と
な
る
、
同
地
区
の
「
ふ
れ

あ
い
橋
」
の
上
流
側
約

10
ｍ
の
地
点
に
修
正
し
て
再
発
表
し
た
。

二

旧
・
増
林
村
の
「
埋う

め

堀ぼ
り

」

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
十
一
月
『
字
千
間
堀
旧
記
調
書
』
（
大
里

深
野
家
蔵
）（

2
）

に
は
、
千
間
堀
は
葛
西
用
水
（
逆
川
）
を
「
２
ヶ
所
」

で
「
伏
越
」
し
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
測
量
の
「
迅
速
測
図
」
に
お
い
て
も
、

千
間
堀
は
葛
西
用
水
（
逆
川
）
を
「
２
ヶ
所
」
で
「
伏
越
」
し
て
い
る

流
路
が
、
「
図
１
（
次
頁
）
」
の
よ
う
に
作
図
さ
れ
て
い
る
。



18

①
「
２
ヶ
所
」
の
「
伏
越
」
の
う
ち
の
「
１
ヶ
所
」
の
位
置
は
、「
現
・

定
使
野
橋
」
か
ら
葛
西
用
水
（
逆
川
）
の
や
や
上
流
側
（
北
東
）
に
作

図
さ
れ
て
い
る
。
「
伏
越
」
の
下
流
側
で
は
、
葛
西
用
水
（
逆
川
）
の

左
岸
に
沿
う
よ
う
な
形
で
千
間
堀
の
流
路
が
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
先
に
お

い
て
約

135
度
の
角
度
で
南
南
東
へ
曲
が
る
流
路
が
作
図
さ
れ
て
い
る
。

②
「
２
ヶ
所
」
の
「
伏
越
」
の
う
ち
の
「
他
の
１
ヶ
所
」
の
位
置
は
、

「
１
ヶ
所
」
の
「
伏
越
」
の
さ
ら
に
や
や
上
流
側
（
北
東
）
に
作
図
さ

れ
て
い
る
。
千
間
堀
の
上
流
で
あ
る
旧
・
大
吉
村
に
お
い
て
、
千
間
堀

か
ら
分
流
す
る
様
子
も
作
図
さ
れ
て
お
り
、「
伏
越
」
の
下
流
側
で
は
、

そ
の
流
路
は
葛
西
用
水
（
逆
川
）
の
対
岸
（
南
東
）
で
あ
る
旧
・
増
林

村
根
通
地
区
に
向
か
う
流
路
が
作
図
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究

会
「
会
員
」
の
山
本

泰
秀
氏
所
蔵

の
昭
和
五
年
（
一
九
二
〇
）
発
行

の
「
埼
玉
縣
増
林
村
地
番
反
別
入

地
図
」
で
は
、
葛
西
用
水
（
逆
川
）

の
対
岸
（
南
東
）
で
あ
る
旧
・
増

林
村
根
通
地
区
に
向
か
う
流
路
は
、

最
上
流
部
が
接
続
（
分
流
）
し
て

い
な
い
「
途
中
ま
で
並
行
し
た
２

本
の
」
流
路
と
し
て
作
図
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
上
流
部
が
接
続
（
分
流
）
し
て
い
な
い
「
途
中
ま
で
並
行
し
た

２
本
の
」
流
路
の
う
ち
の
「
北
側
」
の
流
路
は
、
山
本
氏
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
越
谷
市
増
林
地
区
で
「
埋
堀
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
悪
水
（
排
水
）

の
流
路
に
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

ゆ
え
に
、
「
上
流
部
が
接
続
（
分
流
）
し
て
い
な
い
」
点
は
不
明
な

が
ら
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
、「
第

46
回

越
谷
市
市
民
文
化
祭
」
に
お

い
て
、
筆
者
が
「
新
し
い
仮
説
」
を
発
表
し
た
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇

一
）
五
月
十
四
日
以
前
の
千
間
堀
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
と
し
て

の
「
埋
堀
」
の
流
路
を
、
山
本
氏
の
調
査
に
よ
り
判
明
し
て
い
た
越
谷

市
増
林
地
区
で
「
埋
堀
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
悪
水
（
排
水
）
の
流
路
に
、

大
幅
に
修
正
、
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。

山
本
氏
の
調
査
に
よ
る
「
埋
堀
」
の
流
路
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

南
東
側
の
旧
・
増
林
村
根
通
地
区
に
向
か
っ
た
後
、
現
在
の
越
谷
市
立

増
林
小
学
校
の
東
で
、
北
東
に
流
路
を
変
え
、
現
在
の
「
ふ
れ
あ
い
橋
」

の
上
流
側

10
ｍ
の
地
点
で
、
大
落
古
利
根
川
に
落
と
さ
れ
て
い
る
。

三

千
間
堀
（
下
千
間
堀
）
の
流
路
変
遷

旧
・
大
吉
村
と
旧
・
増
林
村
境
界

（

5
）

の
葛
西
用
水
（
逆
川
）

と
の
「
伏
越
」
地
点
か
ら
下
流
の
落
と
し
先
（
流
末
）
ま
で

「図１」
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元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
以
前
、
旧
・
大
吉
村
内
の
葛
西
用
水
（
逆

川
）
と
の
接
続
点
に
、
横
壱
間
の
「
伏
越
埋
樋
」
が
弐に

ヶ
所
、
設

置
さ
れ
て
い
た

（

2
）

。
千
間
堀
の
流
末
は
、
後
に
「
埋
堀
」
と
云

わ
れ
る
流
路
を
経
て
、
大
落
古
利
根
川
に
落
と
さ
れ
て
い
た
。

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
五
月
十
四
日
、
旧
・
大
吉
村
内
の
弐に

ヶ
所

の
「
伏
越
埋
樋
」
を
、
法
四
尺
五
寸
、
横
弐に

間
、
長
二

拾
じ
ゅ
う

二
間

に
拡
張
し
、
千
間
堀
の
流
末
を
変
更
、
延
長
し
て
、
旧
・
花
田
村

内
の
花
田
古
川
に
落
と
さ
れ
た

（

2
）

。

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
成
立
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
刊
行

以
前
に
は
、
千
間
堀
の
流
末
を
延
長
し
て
、
旧
・
中
島
村
内
の
大

落
古
利
根
川
に
落
と
さ
れ
た
。

（

12
）

※

こ
れ
は
、
「
従
来
の
説

(

7)
(

8)

」
と
は
異
な
る
「
新
説

（

12
）

」
の

発
表
で
あ
る
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
、
旧
・
大
吉
村
と
旧
・
増
林
村
境
界
の
葛
西

用
水
（
逆
川
）
と
の
「
伏
越
」
地
点
か
ら
上
流
部
で
あ
る
千
間
堀

（
上
千
間
堀
）
に
お
い
て
、
「
新
方
領
耕
地
整
理
事
業
」
に
よ
る

改
修
が
竣
工
し
た
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
一
月
、
「
十
三
河
川
改
修
事
業
」
に
よ
る

改
修
が
竣
工
し
、
大
落
古
利
根
川
の
直
道
化
に
伴
い
廃
川
と
な
っ

た
河
道
を
再
利
用
し
、
千
間
堀
の
流
末
を
延
長
し
て
、
旧
・
中
島

村
内
（
当
時
の
旧
・
増
林
村
）
の
中
川
に
落
と
さ
れ
た

（

7
）

。

こ
の
時
の
改
修
を
以
て
、
現
在
の
新
方
川
の
流
路
と
な
っ
た
。

四

「

定

使

じ
ょ
う
つ
か
い

野の

地
区
」
の
流
路
変
遷

農
研
機
構
農
業
環
境
変
動
研
究
セ
ン
タ
ー
「
歴
史
的
農
業
環
境
閲
覧

シ
ス
テ
ム
」（

13
）

を
使
用
す
る
と
、
現
在
の
「
電
子
国
土
基
本
図
」
に

お
け
る
位
置
環
境
と
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
測
量
の
「
迅
速
測

図
」
に
お
け
る
位
置
環
境
と
の
比
較
を
、
ほ
ぼ
正
確
に
行
う
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
の
測
量
技
術
を
用
い
て
作
成
し
た
「
電
子
国
土
基
本
図
」

と
の
比
較
に
よ
り
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
当
時
の
測
量
技
術
を

用
い
て
作
成
し
た
「
迅
速
測
図
」
に
お
け
る
位
置
環
境
で
は
、
多
く
の

「
誤
差
」
が
発
生
し
て
い
る
事
実
も
発
見
す
る
こ
が
で
き
る
。

今
回
、「
歴
史
的
農
業
環
境
閲
覧
シ
ス
テ
ム
」（

13
）

を
使
用
し
て
、
旧
・

増
林
村
定
使
野
（
現
・
越
谷
市
花
田
二
丁
目
・
大
字
増
林
）
地
区
を
照

合
し
た
結
果
、

①
「
定
使
野
橋
」
か
ら
「
宮
野
橋
」
ま
で
の
区
間

②
「
新
栄
橋
」
か
ら
「
白
鷺
橋
」
北
北
西
約

150
ｍ
ま
で
の
区
間

（

14
）
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の
新
方
川
（
千
間
堀
）
の
流
路
が
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
の
「
迅

速
測
図
」
の
測
量
時
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
と
も
に
、
現
在
の
流
路
か
ら
見

て
「
東
側
」
に
作
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

以
上
の
照
合
の
結
果
か
ら
、
新
方
川
（
千
間
堀
）
の
流
路
が
著
し
く

異
な
る
地
点
は
、

①
「
定
使
野
橋
」
か
ら
「
宮
野
橋
」
ま
で
の
区
間

②
「
新
栄
橋
」
か
ら
「
白
鷺
橋
」
北
北
西
約

150
ｍ
ま
で
の
区
間

（

14
）

の
「
２
ヵ
所
」
の
み
で
あ
る
の
で
、
流
路
の
位
置
環
境
の
違
い
は
測
量

技
術
の
未
熟
さ
に
よ
る
「
誤
差
」
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

昭
和
三
年
測
図
・
同
五
年
十
二
月
二
十
八
日
発
行
「
二
万
五
千
分
の

一
地
形
図
・
越
ヶ
谷
」（

15
）

で
は
、
①
と
②
の
区
間
の
新
方
川
（
千
間

堀
）
の
流
路
は
、
そ
れ
ぞ
れ
と
も
に
、
す
で
に
ほ
ぼ
現
在
の
位
置
に
作

図
さ
れ
て
い
る
の
で
、
遅
く
と
も
昭
和
三
年
（
一
九
一
八
）
に
は
、
現

在
の
位
置
へ
流
路
が
変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

さ
ら
に
、
『
越
谷
市
民
俗
資
料
』（

16
）

の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
旧
・

増
林
村
定
使
野
（
現
・
越
谷
市
花
田
二
丁
目
・
大
字
増
林
）
地
区
の
住

民
の
証
言
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
昔
、
梅
光
院
が
曲
が
っ
て
い
た
千
間
堀
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
た
と
い

う
。
そ
れ
ほ
ど
梅
光
院
の
勢
力
が
強
か
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
」（

16
）

結
び
に
か
え
て

今
回
、「
三

千
間
堀
（
下
千
間
堀
）
の
流
路
変
遷
」
の
章
に
お
い
て
、

①
「
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
以
前
」
か
ら
「
昭
和
八
年
（
一
九
三

三
）
」
ま
で
の
千
間
堀
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
の
流
路
変
遷
に

つ
い
て
、
「
新
た
な
仮
説
」
と
「
新
説
」
の
発
表
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、「
四

「

定

使

じ
ょ
う
つ
か
い

野の

地
区
」
の
流
路
変
遷
」
の
章
に
お
い
て
、

②
「
定
使
野
橋
」
か
ら
「
宮
野
橋
」
ま
で
の
区
間
と
、

「
新
栄
橋
」
か
ら
「
白
鷺
橋
」
北
北
西
約

150
ｍ
ま
で
の
区
間
の

流
路
変
遷
に
つ
い
て
、
「
新
発
見
」
の
発
表
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
「
今
後
の
課
題
」
と
し
て
は
、

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
五
月
十
四
日
以
前
の
千
間
堀
の
「
落
と
し

先
（
流
末
）
」
と
し
て
の
「
埋
堀
」
の
流
路
を
完
全
に
「
復
元
」
す
る

た
め
に
、
以
下
の
「
２
点
」
の
解
明
が
必
要
と
な
る
。

③
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
五
月
十
四
日
以
前
の
千
間
堀
の
「
２
ヶ

所
」
の
「
伏
越
」
の
位
置
の
解
明
。

④
「
上
流
部
が
接
続
（
分
流
）
し
て
い
な
い
」
と
い
う
点
も
含
め
た
「
伏
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越
」
付
近
の
「
埋
堀
」
の
流
路
の
解
明
。

な
お
、
「
埋
堀
」
の
流
路
の
解
明
は
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）

五
月
十
四
日
以
前
の
千
間
堀
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
と
し
て
の
流

路
の
解
明
と
、
同
様
の
意
義
を
持
つ
と
の
「
仮
説
」
を
出
発
点
と
す
る
。

謝
辞

二
〇
一
五
年
四
月
二
十
三
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
・

「
河
川
史
研
究
倶
楽
部
（
現
・
地
誌
研
究
倶
楽
部
）
」
に
お
け
る
「
講

演
会
」
に
参
加
さ
れ
、
配
布
さ
れ
た
資
料
に
目
を
通
さ
れ
た
同
会
「
会

員
」
の
加
藤

幸
一
氏
は
、
翌
年
の
二
〇
一
六
年
二
月
、「
越
谷
市
文
化

芸
術
祭
」
に
お
い
て
、「
越
谷
市
内
を
流
れ
る
明
治
初
期
の
千
間
堀
」（

17
）

と
題
し
た
発
表
を
さ
れ
た
。

加
藤
氏
に
よ
る
同
発
表
に
お
い
て
は
、
筆
者
「
新
発
見
」
で
あ
る

「

定

使

じ
ょ
う
つ
か
い

野の

地
区
」
の
流
路
変
遷
の
記
載
が
あ
る
。

ま
た
、
加
藤
氏
の
同
発
表
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
六
月
二
十
六

日
、
同
会
・
「
同
倶
楽
部
」
に
お
け
る
「
講
演
会
」
の
配
布
資
料
と
し

て
筆
者
が
作
成
し
た
「
復
元
図
」（

18
）

を
基
に
し
て
、
加
藤
氏
が
作
成

し
た
「
復
元
図
」
の
記
載
も
あ
る
。

以
上
の
筆
者
の
「
新
発
見
」
と
「
復
元
図
」（

18
）

に
関
す
る
記
載
を

頂
い
た
加
藤
氏
へ
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

注
（

1
）
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
成
立

（
一
九
六
三
）
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
［
第
三
期
］
第
十
巻
、

雄
山
閣

（

2
）
（
一
九
七
三
）
『
越
谷
市
史
三

史
料
一
』
越
谷
市
役
所
、

五
四
九
頁

（
表
紙
）

「
字
千
間
堀
旧
記
調
書
」

千
間
堀
旧
記

一
私
共
村
々
組
合
千
間
堀
大
吉
村
地
内
葛
西
用
水
伏
越
埋
樋
往

古
横
壱
間
圦
弐
ヶ
所
ニ
御
座
候
処
、
百
三
拾
九
ヶ
年
以
前
元

禄
十
二
丑
年
中
右
埋
樋
弐
ヶ
所
共
御
広
ヶ
被
成
下
置
、
井
筋

之
儀
も
大
泊
・
舟
渡
両
堰
取
払
、
尚
亦
下
千
間
堀
花
田
古
川

に
御
堀
替
被
成
下
置
度
段

御
奉
行
所
様
に
私
共
村
々
ゟ
奉

出
訴
候
処
、
相
手
村
々
ニ
而
茂
夫
々
返
答
書
致
し
候
ニ
付
、

御
吟
味
之
上
同
十
三
辰
年
五
月
中
御
代
官
古
川
武
兵
衛
様
御

手
代
小
幡
重
郎
右
衛
門
様
・
大
岡
喜
右
衛
門
様
御
手
代
鈴
木

久
次
郎
様
論
所
為
地
改
被
成
御
越
、
水
盛
御
様
被
遊
候
処
、

大
泊
村
高
場
之
田
面
よ
り
須
賀
掘
之
定
水
四
寸
余
高
ク
御
座

候
ニ
付
、
其
旨
并
井
筋
水
道
御
見
分
之
上
夫
々
口
書
差
上
御
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帰
府
、
御
奉
行
様
ニ
而
再
応
御
吟
味
之
上
、
同
十
四
巳
年
五

月
十
四
日
於
、
御
評
定
所
様
両
堰
取
払
、
大
吉
村
地
内
伏
越

樋
内
法
四
尺
五
寸
横
弐
間
長
弐
拾
弐
間
ニ
弐
ヶ
所
共
御
入
用

を
以
御
普
請
被
、
仰
付
、
猶
亦
下
千
間
掘
抜
被

仰
付
段
御

裁
許
相
済
、
其
後
九
拾
壱
ヶ
年
已
前
延
享
四
卯
年
中
船
渡
村

堰
之
儀
及
出
入
其
節
ゟ
用
水
中
築
留
候
筈
熟
談
仕
、
且
亦
大

泊
堰
之
儀
ハ
四
拾
ヶ
年
以
前
寛
政
十
午
年
是
又
及
出
入

根

岸
肥
前
守
様
於

御
奉
行
所
再
応
御
吟
味
之
上
、
無
証
拠
申

争
迄
ハ
難
御
取
用
最
寄
村
々
被
召
出
、
相
手
村
同
様
築
来
候

[

後
略]

（
傍
線
・
太
字
・
筆
者
加
筆
）

（

3
）
①
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

「
安
政
５
年
調

葛
西
用
水
々
路
の
古
図
」

（
船
橋
市
西
図
書
館
蔵
）

②
不
明
「
江
戸
川
筋
の
図
」
（
船
橋
市
西
図
書
館
蔵
）

③
江
戸
期
「
絵
図
」
（
越
谷
市
立
図
書
館
蔵
・
資
料
番
号

26
）

（
加
藤

幸
一
氏
解
読
）

（

4
）
「
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、

「
伏
越
逆
転
工
事
」
が
行
わ
れ
た
。

工
期
（
一
九
八
三
年

10
月

31
日
～
一
九
八
五
年

3
月

25
日
）

山
崎

隆
蔵
・
杉
江

啓
二
・
浜
田

久
典
（
一
九
八
四
）

「
新
方
川
激
特
、
伏
越
逆
転
工
事
」

『
土
木
技
術
』
三
十
九
巻
八
号
、
九
七
～
一
〇
二
頁

（

5
）
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
四
月
一
日
、
旧
・
大
吉
村
は
旧
・

北
川
崎
村
、
旧
・
向
畑
村
、
旧
・
大
松
村
、
旧
・
大
杉
村
、
旧
・

弥
十
郎
村
、
旧
船
渡
村
と
合
併
後
に
旧
・
新
方
村
に
な
り
、
旧
・

増
林
村
は
旧
・
増
森
村
、
旧
・
中
島
村
、
旧
・
花
田
村
、
旧
・

東
小
林
村
と
合
併
後
に
旧
・
増
林
村
に
な
っ
た
。

渡
辺

隆
喜
（
一
九
七
七
）
『
越
谷
市
史

二

通
史
下
』

越
谷
市
役
所
、
一
七
四
～
一
七
八
頁

（

6
）
（
一
九
八
七
）

『
新
方
川

河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
概
要
』

埼
玉
県
中
川
・
綾
瀬
川
総
合
治
水
事
務
所

（

7
）
吉
本
富
男
（
一
九
七
七
）
『
越
谷
市
史

二

通
史
下
』

越
谷
市
役
所
、
五
六
四
頁

[

前
略]

大
正
十
四
年
県
会
の
可
決
を
経
、
国
庫
補
助
を
う
け

て
昭
和
二
年
に
工
を
起
し
、
同
八
年
十
一
月
に
竣
工
し
た
。

[

中
略]

ち
な
み
に
増
森
新
田
（
旧
・
増
森
村
）
か
ら
元
荒
川

に
落
さ
れ
て
い
た
千
間
堀
落
口
は
、
こ
の
時
期
模
様
替
え
と
な

り
、
中
島
の
籠
場
か
ら
中
川
に
落
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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(

傍
線
・
太
字
・
（

）
内
の
文
字
は
筆
者
加
筆)

（

8
）
越
谷
市
史
編
さ
ん
室
編
（
一
九
八
〇
）

『
越
谷
ふ
る
さ
と
散
歩(

下)

』

越
谷
市
役
所
市
史
編
さ
ん
室
、
一
〇
〇
頁

[

前
略]

「
千
間
堀
旧
記
」
に
よ
る
と
、[

中
略]

当
時
（
元
禄
十

二
年
（
一
六
九
九
）
）
千
間
堀
は
用
排
水
兼
用
の
堀
で
あ
り
、

か
つ
葛
西
用
水
路
の
下
を
く
ぐ
る
埋
樋
か
ら
増
林
の
水
田
地

に
落
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。[

中
略]

こ
れ
が
元
禄
十
二
年
千
間
堀
上
流
村
々
の
訴
願
に
よ
り
、
逆
川

の
伏
越
樋
が
切
り
広
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
流
末
は
花
田

古
川
（
荒
川
河
道
跡
）
の
先
端
部
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
そ
の
後

花
田
古
川
が
新
田
に
開
発
さ
れ
る
に
と
も
な
い
流
路
は
さ
ら

に
延
長
さ
れ
増
林
（
旧
・
増
森
村
）
地
先
の
元
荒
川
に
落
と
さ

れ
て
排
水
機
能
の
充
実
が
は
か
ら
れ
た
。[

後
略]

（
傍
線
・
太
字
・
（

）
内
の
文
字
は
筆
者
加
筆
）

（

9
）
吉
本
富
男
（
一
九
七
七
）
『
越
谷
市
史

二

通
史
下
』

越
谷
市
役
所
、
一
四
三
頁

（

10
）
上
流
部
の
村
々
の
「
悪
水
（
排
水
）
」
を
、
下
流
部
の
村
の
水

田
地
に
「
落
と
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
状
態
を
、
下
流
部
の
村

が
黙
っ
て
放
置
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
七
月
、
正
に
、
同
地
で
発
生
し
た

「
逆
川
切
割
り
騒
動
」
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

「
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
三
月

大
吉
村
堤
防
切
割
出
入
吟
味
願
」

（
「
大
吉
染
谷
家
文
書
」
市
史
編
さ
ん
室
蔵
）

（
一
九
七
三
）
『
越
谷
市
史
三

史
料
一
』
越
谷
市
役
所
、

八
〇
三
～
八
〇
九
頁

（

11
）
尾
川

芳
男
（
二
〇
一
四
）
「
増
林
に
残
る
庚
申
講
」

『
古
志
賀
谷
』
第
十
七
号
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
、
六
五
～
六
七
頁

（

12
）
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
一
月
以
降
の
千
間
堀
の
「
落
と
し

先
（
流
末
）
」
に
つ
い
て
、
そ
の
直
前
ま
で
旧
・
増
森
村
か
ら

元
荒
川
に
落
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
旧
・
中
島
村
の
中
川
に
落

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
載
し
て
い
る
先
行
研
究
は
、

①
『
越
谷
市
史

二

通
史
下
』
※
注
（

7
）

②
『
越
谷
ふ
る
さ
と
散
歩
（
下
）
』
※
注
（

8
）

（
元
荒
川
に
つ
い
て
の
み
記
載
し
て
い
る
）

③
竹
内
理
三
編
（
一
九
八
〇
）

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

十
一

埼
玉
県
』

角
川
書
店
、
六
四
四
頁
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の
３
点
で
あ
る
。

ま
た
、
千
間
堀
が
旧
・
増
森
村
か
ら
元
荒
川
に
落
さ
れ
て
い

た
時
期
の
特
定
を
推
測
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
以
下
の
史

料
が
存
在
す
る
。

④
江
沢
昭
融
『
大
沢
町
古
馬
筥
』

（
一
九
七
二
）
『
越
谷
市
史

四

史
料
二
』

越
谷
市
役
所
、
一
五
九
・
一
六
〇
頁

百
二

増
森
新
田
門
樋
之
事

一
増
森
・
増
林
・
花
田
・
大
沢
四
ヶ
村
組
合
字
増
森
新
田
（
旧
・

増
森
村
）
清
学
院
向
門
樋
之
義
、
是
迄
八
尺
四
方
之
処
、
年

限
等
不
相
保
候
ニ
付
、
文
政
八
酉
年
（
一
八
二
五
）
中
長
四

間
横
三
尺
高
三
尺
之
圦
樋
ニ
模
様
替
い
た
し
候
、[

中
略]

天
保
十
二
丑
年
（
一
八
四
一
）
取
払
ニ
相
成
申
候
、

（
傍
線
・
太
字
・
（

）
内
の
文
字
は
筆
者
加
筆
）

ゆ
え
に
筆
者
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
一
月
以
降
の

千
間
堀
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
に
つ
い
て
も
、『
大
沢
町
古

馬
筥
』
の
記
載
か
ら
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
以
前
に
、
既

に
増
森
新
田
（
旧
・
増
森
村
）
か
ら
元
荒
川
に
落
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
推
定
可
能
な
が
ら
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
成

立
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
刊
行
以
前
に
、
史
料
上
で
は

確
実
に
旧
・
中
島
村
の
大
落
古
利
根
川
に
落
と
さ
れ
て
い
た
と

い
う
「
新
説
」
を
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
「
第

46
回

越
谷
市

市
民
文
化
祭
」
に
お
い
て
発
表
し
た
。

そ
の
事
実
を
証
明
す
る
史
料
を
、
以
下
に
掲
載
す
る
。

①
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
成
立

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
増
森
村
の
項

「
千
間
堀

村
の
中
程
を
流
る
、
岩
槻
領
諸
村
の
悪
水
路

に
て
、
末
は
古
利
根
川
に
入
」

②
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

「
安
政
５
年
調

葛
西
用
水
々
路
の
古
図
」

（
船
橋
市
西
図
書
館
蔵
）

「
旧
・
中
島
村
で
古
利
根
川
に
合
流
」

③
江
戸
期
「
絵
図
」
（
越
谷
市
立
図
書
館
蔵
・
資
料
番
号

23
）
」

（
加
藤

幸
一
氏
解
読
）

「
旧
・
中
島
村
で
古
利
根
川
に
合
流
」

④
江
戸
期
「
絵
図
」
（
越
谷
市
立
図
書
館
蔵
・
資
料
番
号

26
）
」

（
加
藤

幸
一
氏
解
読
）

「
旧
・
中
島
村
で
古
利
根
川
に
合
流
」

⑤
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
測
量
「
迅
速
測
図
」

「
旧
・
中
島
村
で
古
利
根
川
に
合
流
」
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⑥
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
成
立
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』

「
増
森
新
田
（
旧
・
増
森
村
）
の
千
間
堀
か
ら

さ
ら
に
下
流
部
と
な
る
位
置
に
、

新
田
橋
（
現
・
新
田
橋
）
、
中
台
橋
（
現
・
昭
和
橋
）

が
存
在
し
て
い
た
。

（

13
）
農
研
機
構
農
業
環
境
変
動
研
究
セ
ン
タ
ー

「
歴
史
的
農
業
環
境
閲
覧
シ
ス
テ
ム
」

h
t
t
p
s
:
/
/
h
a
b
s
.
d
c
.
a
f
f
r
c
.
g
o
.
j
p
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

※

時
系
列
地
形
図
閲
覧
サ
イ
ト
「
今
昔
マ
ッ
プ

o
n
t
h
e
w
e
b

」

埼
玉
大
学
教
育
学
部

谷

謙
二
（
人
文
地
理
学
研
究
室
）

h
t
t
p
:
/
/
k
t
g
i
s
.
n
e
t
/
k
j
m
a
p
w
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

に
お
い
て
も
、
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

（

14
）
二
〇
二
〇
年
四
月
二
十
三
日
、
筆
者
の
「
新
発
見
」
で
あ
る
。

（

15
）
時
系
列
地
形
図
閲
覧
サ
イ
ト
「
今
昔
マ
ッ
プ

o
n

t
h
e

w
e
b

」

埼
玉
大
学
教
育
学
部

谷

謙
二
（
人
文
地
理
学
研
究
室
）

h
t
t
p
:
/
/
k
t
g
i
s
.
n
e
t
/
k
j
m
a
p
w
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

（

16
）
越
谷
市
市
史
編
さ
ん
室
編
（
一
九
七
〇
）

『
越
谷
市
民
俗
資
料
』
越
谷
市
市
史
編
さ
ん
室
、
四
七
頁

（

17
）
加
藤

幸
一
（
二
〇
一
六
）

「
越
谷
市
内
を
流
れ
る
明
治
初
期
の
千
間
堀
」

h
t
t
p
:
/
/
k
o
s
h
i
g
a
y
a
h
i
s
t
o
r
y
.
o
r
g
/
1
6
0
2
2
8
_
b
g
s
_
k
k
.
p
d
f

（

18
）
加
藤

幸
一
氏
が
解
読
さ
れ
た

「
是
よ
り
千
間
堀
」
と
記
載
の
あ
る
江
戸
時
代
の
作
成
と

推
定
さ
れ
る
絵
図
（
越
谷
市
立
図
書
館
蔵
）
を
基
に
、

筆
者
が
「
迅
速
測
図
」
を
用
い
て
、

①
「
是
よ
り
千
間
堀
」
の
「
是
」
に
相
当
す
る
「
堰
所
」
跡

②
千
間
堀
へ
と
続
く
「
流
路
」

③
そ
の
流
路
に
架
か
っ
て
い
た
「
石
橋
」
跡
等

の
地
点
を
「
復
元
図
」
と
し
て
作
成
し
た
。

※

追
記

二
〇
二
〇
年
五
月
七
日
に
、
筆
者
は
、

※
注
（

3
）
（

12
）
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

「
安
政
５
年
調

葛
西
用
水
々
路
の
古
図
」

（
船
橋
市
西
図
書
館
蔵
）
に
、

「
恩
間
新
田
三
ツ
俣
よ
り
千
間
堀
」

と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
を
「
発
見
」
し
た
。

つ
ま
り
、
千
間
堀
は
注
（

18
）
「
堰
所
」
か
ら
で
は
な
く
、

「
恩
間
新
田
（
旧
・
恩
間
村
）
の
三
ツ
俣
」
か
ら
始
ま
る
と
認

識
さ
れ
て
い
た
史
料
も
、
別
に
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。


